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分析サービスで、あなたの研究開発を強力サポート！

きのこに含まれるエルゴチオネインの
比較定量分析

L-Ergothioneine - 4 Levels, 4 Levels Used, 4 Points, 4 Points …
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y = 2847.487645 * x
R^2 = 0.99880068
Type:Linear, Origin:Force, Weight:1/x
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図1 分析に用いたサンプル 図2 MRMクロマトグラム（エリンギ抽出溶液）

図3 エルゴチオネイン検量線

図4 ヒラタケ科きのこのエルゴチオネイン定量結果

230.1→127.0

230.1→186.1

エルゴチオネインは麦角から発見されたアミノ酸同族体で、強い抗酸化作用や抗光老化作用などを有し
ているといわれており、医療や美容分野にて日々研究開発が進められています。人間はエルゴチオネイ
ンを体内で生成することができないため、含有量の多いきのこなどから摂取しています。
8種類のきのこをLC/MS/MSで分析した結果、全てのきのこからエルゴチオネインが検出されました。
含有量が高いと言われているヒラタケ科の3種類のきのこについて定量分析を行いました。
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R2=0.999
定量下限：20ng/mL
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きのこ
エルゴチオネイン含有量

（mg/100gFW）

ヒラタケ科 1 19.1

ヒラタケ科 2 18.9

ヒラタケ科 3 10.3


